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F a cu l t y  o f  Ag r i cu l t u re  U n i ve r s i t y  o f  M i ya za k i

持続可能な地域社会の構築と世界への発信
－SDGsへの取り組みとデータサイエンスの融合－

　異分野融合科学としての農学の特徴を活かし、南九州の温暖な自
然や地域社会と調和した農林水産業・獣医療の推進を通して、持続
可能な社会の構築と、これを担う人材の育成に貢献し続ける。

　地域・国際協働を通して、社会の要請に応え得る高度な農林水産
業と獣医療の研究を推進し、これを基盤にSDGsとデータサイエン
スを組み入れた人材育成の高度化と質保証を図るとともに、これら
を推進できる持続的で活力ある教育・研究組織を構築する。

詳細はこちら▶▶▶

http://www.miyazaki-u.ac.jp/agr/introduction/vision-mission.html

チェック
してみてね！

C O N T E N T S

宮崎大学農学部

学部長あいさつ

　食や環境への関心が高まる現代において、食料不足や地球温暖化、海洋汚染といった地球規

模の課題は、皆さんの未来と直結する問題となっています。一方で、農業の現場では異業種から

の参入やデータサイエンス、AIといった最先端技術の導入が進み、食料生産の姿は大きく変わ

ろうとしています。今、求められているのは、こうした変化を前向きに捉え、新しい価値を創り

出すことができる「次世代の農学人材」です。

　宮崎大学農学部は、令和7年4月に新たな姿へと生まれ変わりました。これまでの専門分野に

特化した教育から一歩進み、幅広い知識を基盤としながら柔軟で論理的に考え、課題解決に取

り組む力、いわば「農学ジェネラリティ」を育成する教育へと進化しました。その実現に向けて、本

学部は農学科および獣医学科の2学科体制へと再編いたしました。とりわけ農学科においては、

一定の制約はあるものの、入学時に専門分野を固定するのではなく、学びを深める過程で自身

の興味・関心を見出し、本当に取り組みたい分野を選択できる「コース制」を導入しています。高校

生の皆さんの中には、将来の進路や夢がまだ明確でない方も多いことでしょう。しかし、それは

決して不安に感じる必要のあることではありません。本学部には、作物学、園芸学、畜産学、水産

学、森林科学、環境科学、生命科学といった、農学を構成する多様な専門分野の教員が在籍して

おり、分野横断的な学びを通じて、自らの可能性を大きく広げることができます。だからこそ私

たちは、本学部が「自分のやりたいことが見つかる学部」であると、自信をもって言えるのです。

　また、本学部が位置する宮崎県は、畜産や園芸、林業が盛んな全国有数の農業県であり、実際

の生産現場に触れながら学べる恵まれた環境にあります。「地域そのものがキャンパス」とな

り、教室だけでは得られないリアルな体験を通して理解を深めることができます。さらに、西日

本最大級の牧場を有する附属次世代農学教育研究センターや動物病院では、最先端の機器を活

用した実践的な教育が行われており、アグリDXと呼ばれる新しい農業の姿を体感することも

できます。本学部は、その前身である宮崎高等農林学校の設立から100年という歴史を重ねて

きました。「ひなたの下で育んだ100年の農学を次世代へ」という思いのもと、私たちは今、新た

な一歩を踏み出しています。

　高校生の皆さん。今はまだ将来の夢がはっきりしていなくても構いません。多様な学びと出

会いの中で、自分自身と向き合い、「これだ」と思える道にきっと出会えるはずです。宮崎の豊か

な自然の中で、生命科学と環境科学が融合した新しい農学に触れながら、自分の可能性を見つ

けてみませんか。ここには、皆さん一人ひとりの「やりたいこと」が見つかる学びがあります。

【スローガン】 【ビジョン・ミッション】

持続可能な社会の構築と人材育成
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農学科　動植物資源生命科学コース
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大 学 院
http://www.miyazaki-u.ac.jp/agr/departments/gsa-master.html

　本研究科では、学部教育の専門性をさらに深化させ、高度で先端的な知識と技術を修得できる大学院教育を行います。国内外の食料、環境、資

源および生命に関する課題を解決し、自然環境と調和のとれた持続的生産社会の創造に貢献できるとともに、農学に関する高度な専門知識と応

用能力を有する国際性豊かな高度専門技術者及び研究者の育成を目指します。

農学研究科（修士課程）

医学獣医学総合研究科（修士課程）
医学獣医学総合研究科医科学獣医科学専攻は、生命科学の発展と社会の向上に
寄与することを使命としています。

農学工学総合研究科
（博士後期課程）

　農学工学総合研究科は、農学と工学の学問的背景と連携協力の実績を踏まえて、農学と工学が連
携・融合した教育研究領域の深化を図り、広範な知識に基づいた総合的判断力と高度な研究能力を
備え、技術・知識基盤社会の形成に資する高度専門技術者・研究者の養成を目指します。

医学獣医学総合研究科
（博士課程）

医学獣医学専攻

　医学獣医学総合研究科医学獣医学専攻は、高度専門職業人としての医師、獣医師及び研究者・
教育者の養成を主眼とし、医学・獣医学の分野において自立して研究活動を行うのに必要な高度
の研究能力とその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とし、医学・獣医学の発展と社会の福
祉の向上に寄与することを使命としています。

　高い倫理観を有する専門性の高い判断・治療技術に裏打ちされた高度な研究マインドを持った指導的臨床医、臨
床と研究をバランスよく経験し、兼ね備えた高度臨床医を目指します。
　なお、研究活動を通じて最新の知識を修得し、研究者としての基礎を確立するとともに、各分野別の臨床研究を
自立して遂行し得る能力を修得することを到達目標としており、各医学専門学会での専門医資格取得を視野に入
れた診断・治療技術を修得可能となっています。

高度臨床医育成コース

　伴侶動物や産業動物の健康を管理するために必要な高度な診断技術と治療法及び研究能力、食肉衛生、家畜衛生
及び公衆衛生関係で働く獣医師に対して指導できる能力、病因の解明にあたるための高い研究マインドを涵養し
つつ、高度な研究方法の取得と同時に、医学関係の高度な診断・検査法、治療法、手術方式を取り入れた、より高い診
断・治療技術を有する指導的獣医師の養成を目指します。

高度獣医師育成コース

　本研究科における大学院教育の中核を成すコースであり、基礎研究のための課題を複数の科目を通して体系的
に修得するコースワークが特徴となります。将来、研究者として自立するために必要な医学・獣医学の両分野にま
たがる幅広い専門知識や研究に必要な実験のデザイン等の研究手法や研究遂行能力を有する国際的に活躍できる
研究者育成を目指します。

研究者育成コース

農 学 専 攻

　植物機能の開発・向上、生物環境の解析・制御、生産・加工・流通における農業生産環境の改善、地域生態系の管理

等に関する高度な専門知識を教育し、その研究者や実践者を養成します。さらに国際的視野を持ち、安全で持続的な

植物生産とその利活用に寄与できる人材を育成します。

　植物生産システムについての高度な専門的知識と農業課題に対して科学的論究ができるとともに、経済活動と環

境に調和した生物資源の適正な管理・利用、食料生産における機械化・装置化など農業生産環境の向上・発展を担う

ことができる人材を養成します。

植物生産環境科学
コース

　人類の生存には水資源や森林・緑地の適切な管理が重要です。本コースでは森林および緑地の環境保全と生態系

修復、森林資源や水資源の持続的利用に関する先端技術を教授し、国際社会での活躍も視野に、資源・環境問題に指

導的な立場で活躍できる高度専門技術者・研究者の育成を目指します。

　森林・緑地の機能や林産物の利用に関する高度な専門知識と技術を広く修得し、それらを応用して森林・緑地環境に

おける諸課題に意欲的に取り組み、自らの判断プロセスを論理的かつ効果的に他者に伝えるための高度なプレゼンテ

ーション能力および豊かなコミュニケーション能力をもつ人材を養成します。

森林緑地環境科学
コース

　生物科学に関わる知識と技術を有し、応用生物科学分野での科学技術の発展に寄与できる総合的な知識と実践力

を備えた高度技術者および研究者を養成します。また国際化・情報化時代に対応できる人材の育成を目指します。本

コースの修了生は、農業、化学、食品、医薬等の分野の技術者・研究者としての活躍が期待されます。

　生物機能や食品機能に関する高度な専門知識と技術を有し、多方面から理論的に理解できる能力と応用生物科学

分野の先端的・独創的な科学技術を応用して、地域・国際的に寄与でき、目的達成のための計画をデザインし、調査研

究を進め、得られた情報を正確に解析して発信するための語学能力とプレゼンテーション能力をもつ人材を養成し

ます。

応用生物科学コース

　海洋・河川・池沼などの水圏における生物生産につながる幅広い基礎知識と応用技術を有し、水圏生物の生物多様

性および生態系との調和を前提とした生産・利用技術の発展に貢献できる高度専門技術者および研究者を育成しま

す。また、海洋生物や水産科学分野の中心的リーダーとして国際的に活躍できる人材の育成を目指します。

　水域環境の保全、水産資源の管理・活用、水産化学、増養殖等に関する高度な専門知識や技術を有し、調和のとれた

持続的生産社会を構築するため、水圏生物と人間社会との共存を前提に、問題点を専門的・論理的に洞察して、その解

決策を提案できる能力をもち、併せて、研究結果を論理的に説明するためのプレゼンテーション能力やコミュニケーシ

ョン能力をもつ人材を養成します。

海洋生物環境科学
コース

　「土－草－家畜のつながり」と「from Farm to Table」を教育理念として、環境調和型・持続生産型の安全で高品質

な畜産物生産システムに関する高度な教育研究を通じて、世界的視野を持ち、畜産草地に関して多面的に展開できる

理論と専門的技術を修得した高度な専門職業人の養成を目指します。

　環境調和型・持続生産型の安全で高品質な畜産物生産システムに関する高度な専門的知識や技術を備え、自然環

境と調和のとれた持続的な畜産草地生産システムの構築に伴う諸課題を多面的観点から論議し、解決策を提示でき

る能力、国内外の「食料・農業・農村」をめぐる諸課題に、高度専門職業人としての協調・倫理性を持ちながら自らの考

えを提示・表現できる人材を養成します。

畜産草地科学コース

　農学専攻が一専攻である特徴を活かし、学部教育で不十分であった分野横断型の環境保全的生物生産、動植物の

統合的防疫、及び生物遺伝資源の保存と利活用に関する課題探究・問題解決型の3つの実践プログラムを提供しま

す。そして、海外の学術交流協定校と連携した相互交流教育を実践することにより、農学に関する多様で高度な専門

知識・技術を国際的に活用し、展開できる高度専門技術者および研究者を育成することを教育目標とします。

　また、海外の学術交流協定校と連携した相互交流教育を実践することにより、農学に関する多様で高度な専門知

識・技能を、国際的に活用し展開できる高度専門技術者及び研究者の育成を目指しています。

農学国際コース ※

医科学獣医科学専攻
　医学と獣医学が連携・融合することにより、生命科学に関する広範な知識に基づいた総合判断力と研究能力を備
え、技術・知識基盤社会の形成に資する研究者及び教育者の養成を目的とします。
　本コースでは、生命科学に関する広範な知識を学んだ上で、医学ないし獣医学研究における重要な基盤技術を修
得し、自立した研究者として研究を行うための基礎を修得することができます。

生命科学研究者育成
コース

　合理的、科学的な思考能力を有し、より高度で先進的な医療支援に携わることができる人材、また、該当医療支援
領域における後進の教育・指導に当たることができる人材を養成します。
　本コースでは、医療現場における専門的医療支援技能者が、合理的・科学的な思考能力を修得し、個々の専門医療
支援領域に関する最新の動向と技術の理論について学び、その後、各専門分野で研究を遂行するために必要な基礎
知識と技能を修得することができます。

高度医療関連技師・
サービスイノベーション
人材養成コース

　希少性のある専門職業人として今後の社会ニーズが期待される臨床倫理コンサルタントの養成を目的とします。
　本コースでは、生命倫理及び基礎医学に関する知識を修得した上で、最新の倫理指針や法律、社会環境疫学・医療
統計学を学び、さらに専門的な倫理学的方法論、倫理的推論のプロセス、倫理コンサルテーションのスキルを修得す
ることができます。

生命倫理
コーディネーターコース

　資源の枯渇、自然及び生活環境の悪化、食糧危機などの人類が直面しつつある課題に取り組むために、資源の有
効利用と資源循環による環境負荷の低減を基調とした、安全で活力ある循環型社会の構築に貢献できる高度専門
技術者・研究者の養成を目的としています。そのため、本専攻では都市、農耕地、森林を一体化した循環系及び共生
系として捉え、省資源、資源の再利用と再生利用による健全な資源循環・環境共生型の農・工業生産体系や安全で豊
かな生活における低循環環境負荷型システムに関する教育研究を深化させます。

資源環境科学専攻

　本地域及び国際社会が抱える食料・エネルギー・環境問題の課題に取り組むために、動植物、微生物及び水産生物
資源が有する諸機能の解明と、それに基づいた知見を応用することにより、地域社会のニーズや国際的諸課題の解
決に貢献できる高度専門技術者・研究者の養成を目的としています。そのため、微生物が有する潜在機能を解明し、
環境汚染物質の分解や地域バイオマス資源の有用物質への変換に関する研究や、動植物や食品が有する機能性評
価システムの構築及び機能性物質検索システムの開発に関する研究を行っています。

生物機能応用科学専攻

　環境調和・循環型及び高度情報化社会の課題に取り組むために、環境調和型新材料の構築、エネルギーの変換・
解析、省エネルギー化・高度情報化された生産技術の開発、高度なアルゴリズムとソフトウェアを活用した情報処理
技術及び数理モデルの構築に貢献できる高度専門技術者・研究者の養成を目的としています。そのため、ナノオーダ
ーで制御された機能性材料の創世等及び自然共生型エネルギーの高効率変換システムの開発、エネルギー計測及び
解析に関する教育研究を行います。また、生産工学等に基づいた計測・制御システムの開発や、環境負荷低減型の設
計・生産技術、情報ネットワーク技術等に基づいた生産情報の知的管理等の課題に対応できる教育研究を行います。

物質・情報工学専攻

※コースのカリキュラムは、原則、全て英語で実施します。
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附属施設 地域連携活動

国際交流活動

■木花フィールド（農場）

　附属次世代農学教育研究センターは、それまでの附属フィールド科学教育研究センターを令和7年4月に改組し発足しまし
た。下記の4つの既存のフィールドからなる先端フィールド実践部門に加えて、地域共創・異分野融合推進部門が新設されまし
た。農林水産業における様々な課題を解決していくために、学内の他学部や地域との協働による新たな取り組みを迅速かつ効果
的に実践するための教育研究を行っています。

　木花フィールド（農場）は木花キャン
パス内に位置し、水田や畑などの総面
積31haを有します。大学農場としては
日本初のJGAP認証を取得しています。
水稲、畑作物、果樹、施設野菜などを栽
培し、生産物は市場販売のほか、大学生
協でも販売しています。

■住吉フィールド（牧場）

　住吉フィールド（牧場）は大学キャン
パスから北約10㎞に位置し、総面積
50haの敷地と約300頭の家畜を有す
る西日本最大級の大学附属牧場施設で
す。粗飼料をほぼ自給し、家畜生産のみ
ならず畜産物利用や防疫など、総合的
かつ実践的な教育を行っています。

■田野フィールド（演習林）

　田野フィールド（演習林）は宮崎市西方
に位置する田野地区の他に、串間市に大
納地区と崎田地区の3カ所、計約620ha
の森林を有します。田野地区はヒノキ壮
齢林や常緑広葉樹林が特徴で、直営に
よる木材生産を維持し、各種林業機械
のほか、宿泊施設も備えています。

■延岡フィールド（水産実験所）

■川南町特産ラズベリーブランドを
　作る！

　延岡フィールド（水産実験所）は、キャ
ンパスから約100㎞離れた延岡湾湾口
部に位置し、東九州沿岸域の臨海施設
としては唯一です。海洋生物飼育棟が併
設されFRP製水槽群等のほか、船舶は
ゾステラ丸（1.3t、定員11名）を有してい
ます。

附属次世代農学教育研究センター

　宮崎大学農学部は、大学と地域の連携を重視し、研究・教育で培った知見や技
術を地域活性化に生かすとともに、自然豊かで農林水産業が盛んな宮崎から学
び、発展を図っています。多くの研究・教育が地域と結びつき、自治体や研究機
関とも協定を結んで連携活動を行っています。

宮崎大学は、「世界を視野に 地域から始めよう」のスローガンのもと、グローバル
化する農業分野の変化と多様な社会の要請に応え、人間性・社会性・国際性を備え
た専門職業人を養成し、国際的に通用する研究活動を積極的に推進しています。

「農」のチカラで地域と連携を

附属動物病院

　宮崎大学農学部附属動物病院は、動物
病院研究室、獣医内科学研究室、産業動物
内科学研究室、獣医外科学研究室、獣医臨
床放射線学研究室、獣医寄生虫病学研究
室、産業動物臨床繁殖学研究室の7研究室
により成り立っており、獣医学科学生の
臨床教育、実習の場としてはもとより、農
学部の一附属施設として他学科、他施設
にも利用されています。

　牛の繁殖障害のほか、難治性の代謝性疾患、運動器疾患、臍部疾患なども積極的
に受け入れており、伴侶動物（犬、猫）に対しても、最新の研究成果や技術を取り入
れ、難病で苦しむ動物たちに専門性を備えた高度獣医療の提供を行っています。

https://www.cc.miyazaki-u.ac.jp/vet_hosp/index.html

附属農業博物館

　宮崎大学農学部附属農業博物館は昭和10年に旧船
塚キャンパスに設置され、昭和61年に新館が現在地
に竣工されました。平成10年には文部省（現在の文部
科学省）による大学博物館事業の下で、省令化施設に
なり、平成16年には博物館相当施設に指定されてい
ます。
　現在の博物館は、本館と分館を有し、本館では、農・
林・畜・水産業に関したさまざまな資料を展示すると
ともに、農学部で行われている最新の教育研究とその
成果も紹介しています。分館には、視聴覚機材を備え
た講義室、実験室があり、学芸員を目指す学生への講
義や実習を行うとともに、児童生徒や一般の方を対象
とした各種講座を行っています。

　宮崎県は2010年の口蹄疫被害から復
興し、「全国和牛能力共進会」で3大会連続
の内閣総理大臣賞を受賞しました。一方で
畜産農家の高齢化と後継者不足により飼
養戸数や子牛生産は減少。東アジアでの口
蹄疫発生も続き警戒が必要です。小林市は
高齢農家の負担軽減のため2011年に巡回

型消毒サービスを開始し、連携する農学部は牛舎の消毒効果を検証して防
疫強化と和牛増頭に貢献しています。

https://www.miyazaki-u.ac.jp/museum/

海外留学・海外派遣

　宮崎大学では、海外へ留学したい学生に向けた海外留学事業申請の支援
を行っています。文部科学省の「官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留
学JAPAN日本代表プログラム～」では、農学部・農学研究科から、これまで約
20名の学生が本制度を活用して留学に“トビタチ”ました。
　また、部局間協定締結先の釜慶大學（韓国）とは、積極的な国際交流活動を
展開しており、日本学生支援機構（JASSO）の学生短期派遣事業に2014年
度以降、毎年継続して採択されています。本派遣事業「学士-修士一貫型グ
ローバルな海洋科学技術者育成プログラム」では、派遣先大学と学術交流セ
ミナーを開催し、学生らが自身の研究成果を英語で発表する機会を設けて
います。今後はアジアにおける協定校とのアジア圏ネットワークを生かし
た教育・研究活動を展開していきます。

様々なJICA事業への取り組み

農学部・農学研究科では、国際協力機構（JICA）が実施している各種の支援事業に参画しています。こ
れまで、「アフガニスタン国 未来への架け橋・中核人材育成プロジェクト（通称：PEACEプロジェク
ト）」・「アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（通称：ABE イニシアティブ）」等の制
度により研修生を受け入れてきました。中でも、「PEACEプロジェクト」制度においては、これまで
30名以上のアフガニスタンからの留学生を研修員として受け入れており、全国農学系大学でトッ
プクラスの実績を誇っています。

産業動物防疫リサーチセンター

　産業動物防疫リサーチセンターは平成23年10月に設置され、防疫戦略部門、感
染症研究・検査部門、国際連携・教育部門、畜産研究・支援部門の4部門で構成され
ています。口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザへの対応経験を基盤に、産業動物の
重要感染症に関する疫学、国際防疫、診断・予防法の先端研究を推進しています。ま
た、発生時の防疫措置の立案や再
発防止を担う人材を育成し、教
育・研究拠点として国内外の畜産
基盤の安定化に貢献しています。
さらに、人獣共通感染症の研究に
も取り組み、医学・獣医学の連携
によるワンヘルスアプローチに
基づいた感染症制御の実現を目
指しています。

http://www.miyazaki-u.ac.jp/cadic/

農学部獣医学科と特に関連の深い部局

http://www.miyazaki-u.ac.jp/fsce/index.htm

　暖地でも栽培可能なラズベリー育成を目的
に、宮崎自生のナワシロイチゴと栽培品種を
交配し、「07RUBIXP01」（登録番号第21801
号）を育成しました。本品種は食味・収量性に
優れ、無農薬栽培が可能で、地域と連携して
作出されました。
講義や実習を行
うとともに、児童
生徒や一般の方
を対象とした各
種講座を行って
います。

■畜産環境衛生の科学的支援 in 小林市

　地域の中高生向けに「ひらめき☆
ときめきサイエンス」や出前実験な
どの講座を実施しています。身近な
疑問や最新科学を実験・体験を通し
て学び、次世代の科学への関心を高
めることを目的とした活動は10年以
上続き、受講生の中には本学に進学
した学生もいます。

■地域の高校生や中学生を対象とした科学講座

　冬季にヤマメを海面養殖する技術開発に取
り組んでいます。県北部の内湾で五ヶ瀬産ヤ
マメを約4か月養殖すると、淡水養殖に比べ
体重が約10倍に増え、桜色で脂ののった美味
しい魚になります。この技術により、新たな地
域ブランド魚「み
やざきサクラマ
ス」が誕生しまし
た。秋には大粒の
黄金色のイクラ
が多く採れ、生産
性も向上します。

　宮崎県北西部の高千穂郷・椎葉山地域は、
林業と農業を組み合わせた農林業複合シス
テムにより森林と農業の調和がとれた地域と
して、2015年に世界農業遺産に認定されま
した。農学部では地域資源創成学部と連携
し、林業・農業・
文化の価値を客
観的に評価する
研究を行ってい
ます。

■海で育んだ巨大ヤマメ、
　みやざきサクラマス

■世界農業遺産地域を支える
　山腹用水路
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基 礎 獣 医 学 病 態 獣 医 学

応　用

2年 3年 4年 進路について
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栽培学、土壌肥料学、農業経済学、植物
育種学、動物生殖生理学、家畜栄養学、野
菜園芸学総論、果樹園芸学総論、施設園
芸学、昆虫生態学、植物病理学総論など

宮崎の農業

コ
ー
ス
配
属

動植物資源生命科学専門実験・実習
Ⅰ・Ⅱ、動物育種学、植物栄養生化
学、植物遺伝資源学、園芸利用学、畜
産食品製造学など

動植物資源生命
科学コース

農学・獣医学データサイエ
ンス演習、農学・獣医学の
倫理と安全、専門英語演習

森林生態学、樹木学、樹木学実習、樹木
生態生理学、木本植物組織学実験、森林
計測学、森林経済学、環境防災学、砂防
学、土質力学、構造力学など

森林環境持続性科学
概論、環境計測学、
景観生態学

コ
ー
ス
配
属

造林学、森林計画学、森林保護学、植
生調査実習、環境空間情報学、水資
源管理学、測量学、環境材料学演習
など

森林環境持続性
科学コース

海洋生物分類学、浅海生態学、生物の多
様性と遺伝子科学、魚類学、魚類生理
学、養殖学入門、水産化学、水族生理学
実験、水産化学実験、サンゴ礁学など

海洋生物環境学概論、
水産食品科学、
水域生物生理学

コ
ー
ス
配
属

水族生産学体験講座、水産飼料学、
魚病学、水産増養殖学、海洋分子科
学、微生物との共生、魚類生態環境
学、水産科教育法など

海洋生命科学
コース

化学各論、生物分子化学、酵素化学、生
物化学、微生物学、食品栄養化学、食品
製造学、分析化学実験、有機化学実験、
生物化学実験など

有機化学、分析化学

コ
ー
ス
配
属

細胞機能分子化学、生体分子機能化
学、食品機能化学、植物生理学など

応用生命化学
コース

動物病理学、微生物学総論・各論、家禽疾病学、動物感染症学、人獣共通感染症学、
寄生虫学実習、公衆衛生学・食品衛生学実習など

獣医学概論・獣医学史、動物福祉学、発生学、動物生
理学、獣医動物行動学、解剖学実習、組織学実習など

獣医臨床学

専修実験

獣医診断治療学、参加型臨床実習など

獣医インターンシップ
アドバンス獣医学
卒業研究

獣
医
学
共
用
試
験

獣
医
師
国
家
試
験

臨 床 獣 医 学

発 展・応 用 科 目

【学部共通必修科目】

農学・獣医学入門、
農学・獣医学グローカル入門、
農学・獣医学DX入門

【学科共通選択科目】

基礎環境資源経済学、
環境気象学、基礎動植物学、
GAP概論、動物行動学、
化学概論、基礎海洋資源科学、
基礎行動・生態学、
九州沖縄農林水産学

【教養教育科目】［導入科目］大学教育入門セミナー／情報・データリテラシー／英語／専門教育接続セミナー／統計学基礎

［課題発見科目］データサイエンス系／人文・社会・芸術系／自然・生命・技術系／地域・国際・学際系

［未来共創科目］構想・デザイン系／協働・創造系

農
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
科

獣
　
医
　
学
　
科

カリキュラムマップ
カリキュラムマップ

卒業研究 公務員（県庁、市役所、農林水産省、林野庁、教員

など）、農畜産・食品関連企業（試験研究機関、農

業団体、肥料・種苗会社、農業法人、食品流通業、

醸造業など）、林業、木材産業、環境・緑化・農業

土木関連企業、水産物・食品・飼料製造流通関連

企業、漁運・漁協等団体、船舶会社、水族館、博物

館、化学工業、環境化学関連企業、医療・製薬関

連企業

大学院農学研究科（修士課程）

大学院農学工学総合研究科（博士後期課程）

進　学

就　職

大学院進学をはじめ、公務員、農畜産関連企業、
食品関連企業など、幅広い進路が選択可能です。

1年 2年 3年 4年 5年 6年
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教員紹介
教 員 紹 介

農
学
科 

海
洋
生
命
科
学
領
域

農
学
科 

応
用
生
命
化
学
領
域

獣
医
学
科 

獣
医
学
領
域

内　田　勝　久

長　野　直　樹

田　岡　洋　介

林　　　雅　弘

田　中　竜　介

林　　　康　広

深　見　裕　伸

ウルバンチク・ヘンリク

村　瀬　敦　宣

和　田　葉　子

吉　田　照　豊

引　間　順　一

河　野　智　哉

宮　西　　　弘

西　木　一　生

榊　原　陽　一

黒　木　勝　久

服　部　秀　美

江　藤　　　望

西　川　美　宇

横　山　大　悟

山　﨑　正　夫

小　川　健二郎

吉　田　ナオト

清　　　啓　自

井　上　謙　吾

稲　葉　丈　人

塩　田　拓　也

福　永　圭　佑

保　田　昌　宏

脇　谷　晶　一

井　田　隆　徳

丸　山　圭　介

池　田　正　浩

園　田　紘　子

東　島　佳　毅

平　井　卓　哉

福　家　直　幸

上　村　涼　子

岡　林　環　樹

齋　藤　　　暁

山　田　健太郎

山　﨑　朗　子

井　上　賀　之

大　菅　辰　幸

佐　藤　礼一郎

KIM SU EUN

大　澤　健　司

北　原　　　豪

佐　藤　裕　之

吉　田　彩　子

入　江　隆　夫

新　井　良　和

関　口　　　敏

新　村　芳　人

永　延　清　和

金　子　泰　之

小　林　郁　雄

吉　田　貢　太

海洋生物における成長と繁殖生理機構に関する研究

水産生物の種苗生産・養殖技術に関する研究

海洋微生物の生理生態と有用物質生産に関する研究

海洋生物が生産する機能性成分の利用に関する研究

海洋生物における機能性成分の分析に関する研究

海洋資源を用いた抗ウイルス剤の開発

海洋無脊椎動物（特にサンゴ）の進化、生態に関する研究

海洋性細菌の多様性と進化に関する研究

沿岸性魚類の生態学的研究と環境教育

海岸に生息するベントス（カニ、ヒトデ、貝など）の形態や行動、生態に関する研究

海洋生物における病原微生物による感染症に関する研究

魚類感染症に対する自然免疫システムや制御性細胞死に関する研究

魚類免疫の概日リズム発振機構の解明と感染症防除への応用

魚類の環境適応を中心とする生理機構とその養殖応用に関する研究

水産養殖における疾病の対策に関する研究

プロテオミクスによるタンパク質の機能に関する研究

生理活性物質の代謝に関する研究

肥満に起因する疾患の発症機序についての研究

食品成分によるNK細胞活性化と老化細胞の蓄積抑制に関する研究

代謝動態に基づいた食品成分の機能発現メカニズムに関する研究

腸内細菌を介した食品の生体調節作用に関する研究

共役脂肪酸の生理機能に関する研究

目疾患の原因と目の健康に有用な素材に関する研究

環境と微生物の相互作用解明およびその利用に関する研究

発酵性微生物における物質生産に関する研究

微生物機能を利用したエネルギー生産と環境浄化に関する研究

植物細胞にけるオルガネラ形成と環境適応におけるその役割に関する研究

グラム陰性菌の表層分子を標的とした制御に関する研究

機能性RNAの設計と細胞機能制御への応用に関する研究

脊椎動物の多様な生体機構に関する研究

組織発生に関する分子生物学的研究

様々な生物種における生理活性ペプチドと受容体に関する研究

ペプチドホルモンによる動物の本能行動の制御と恒常性の維持に関する研究

腎疾患の治療薬および診断薬に関する研究

エクソソームに関する研究

血管内皮細胞の遺伝子転写制御機構に関する研究

豚呼吸器複合病に関する研究

産業動物および小動物における獣医病理学に関する研究

産業動物の適正な飼養管理と疾病予防に関する研究

産業動物ウイルス感染症および人獣共通ウイルス感染症に関する研究

人獣共通感染症における分子ウイルス学的研究

ウイルス性人獣共通感染症の病態形成と制御に関する研究

野生獣肉の危害性に関する研究

伴侶動物の神経・整形疾患における免疫学的研究

小動物における心エコーを用いた血行動態の評価に関する研究

産業動物における酸化ストレスと疾病、臍部感染症の新規治療法に関する研究

産業動物における生体指標を用いたストレスや痛み評価研究

動物の繁殖障害の病態解明ならびに診断治療法に関する研究

産業動物の繁殖機能に関する研究

獣医神経病学に関する研究

人獣共通寄生虫症の診断、疫学、制御に関する研究

寄生虫感染の分子生物学的診断および免疫・分子病態学的研究

ほ乳類のエピジェネティック制御機構に関する研究

家畜伝染病の制御に関する研究

臭覚関連遺伝子を中心とした多重遺伝子族とゲノム進化に関する研究

獣医眼科学および麻酔学に関する研究

小動物における肝臓疾患時の呼吸器異常に関する研究

動物生産における適正な飼養管理に関する研究

実験動物の苦痛軽減に関する研究
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食用作物の品種改良に関する研究

花きの品種改良に関する研究

根粒菌のゲノム生態学的研究

様々な環境下における植物の成長制御に関する研究

野菜のおいしさ・機能性成分の向上に関する研究

東アジアにおける環境と共生した水田稲作技術の変遷に関する研究

環境低負荷型作物栽培技術の開発と持続的雑草管理に関する研究

花き類の栽培・増殖技術や品種育成、利用拡大に関する研究

作物の収量・環境ストレス耐性の向上に関する研究

常緑果樹・熱帯果樹の生殖生理に関する研究

野菜・花きにおける育種と栽培技術の開発に関する研究

植物の生殖器官における熱産生機構とその利用に関する研究

再生可能エネルギーを利用した脱炭素・資源循環型農業システムに関する研究

植物‐ウイルス間相互作用と媒介昆虫による植物ウイルスの伝播に関する研究

生物的防除を基幹とした総合型害虫管理に関する研究

高品質農業生産のための機械化・情報化に関する研究

AIを導入した農業用機械の開発に関する研究

農作業の安全性・快適性に関する研究

環境共生型物質循環システムの経営経済的評価に関する研究

農産物の産地間競争に関する計量経済学的研究

家畜の育種改良と遺伝的多様性の保全に関する研究

家畜の育種改良における統計遺伝学および分子遺伝学的研究

動物生産における生殖制御に関する研究

動物の繁殖とそれに関わる行動に関する研究

動物生産における栄養機能の解析と利用に関する研究

自給飼料を活用した家畜の飼養に関する研究

家畜・動物園動物・野生動物の行動と生態およびこれらの動物の環境管理に関する研究

効果的な優良家畜集団造成に関する研究

黒毛和種における分娩前後の母牛の生理・栄養状態が子宮内環境および繁殖性に及ぼす影響の解明

ヒトや家畜に病気を引き起こす細菌の遺伝学的研究

放牧草地と家畜の生態系と生産システムに関する研究

草地における牧草生産と管理に関する研究

草地における粗飼料の生産と土壌環境に関する研究

暖地における草類利用と温暖化抑制に関する研究

多様な遺伝資源を活用した草類育種に関する研究

草類の分子育種とその安全性評価に関する研究

畜産食品の品質向上に関する研究

畜産食品の機能性成分に関する研究

温帯地域におけるイネ科およびマメ科の生産

野生動物からの新規実験動物リソースの探索と開発

新規バイオリソースの開発と消化管内微生物叢の適応に関する研究

家族及び兄妹関係と動物の環境適応に関する研究

森林の育成と生物多様性の保全・修復に関する研究

木本植物の木部形成と木材材質の変動に関する研究

森林生態系の炭素収支に関する研究

木材生産と森林環境保全を両立させる人工林経営と地域林業に関する研究

森林の多面的機能に配慮した森林計画に関する研究

木材生産のための作業技術、機械、林道に関する研究

森林・農地の水資源及び緑を活用した防災に関する研究

流域における水・気候資源の評価に関する研究

植物の生態系内での役割解明と生態系機能の回復に向けた研究

農山村の土地・水・施設の利用に関する研究

森林生態系における野生動物の保護・管理、鳥類による種子散布に関する研究

山地の撹乱が下流に与える影響の評価

生物多様性の成立・維持メカニズムの解明と、その保全に関する研究
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